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①冒険や探検が楽しそうだから 8 ②キャンプが好きだから 4
③釣りや焚火がおもしろそうだから 5 ④友だちが参加するから 0
⑤親や先生に進められたから 1 ⑥その他（　　　　　　　　　） 0
①とてもよかった 8 ②よかった 2
③つまらなかった 0 ④どちらでもない 0
①また参加したい 10 ②参加したくない 0
③わからない 0
4.探検倶楽部に、これからも参加したいですか？
5.次に探検倶楽部に参加するとしたら、どんなことがやりたいですか？
塩をつくる、　みんなで秘密基地をつくりたい、
海に入ってモリを突きたい、釣りをやりたい、底引き網漁、昆虫採集、動物を狩りたい、
なるべく自分たちでいろいろ考えたい
1.なぜ参加したいと思いましたか？（複数回答可）
2.今日のプログラムはどうでしたか？その理由も教えてください
【理由】
なかなかできないことができた。
ふだんできない火のつけ方や釣りを教えてくれたのでとても良かった。
普段とは異なる中でいろいろなことを知れたから。
マッチもないのに火をつけたり色々なことを知ったから。
いろんなことができた。
自分たちでとって食べることが楽しかった。
新しい友達ができてとても良い経験をした。
サバイバルになっていない。ほぼ先生たちがやっていたのが少し残念だった。
3.今日、一番おもしろかったこと　と　一番いやだったことをおしえてください
一番おもしろかったこと
食材ゲット、釣り、貝探し、火のつけかた
一番いやだったこと
歩くこと、ぬれたこと、貝を探しに行くとき、火打石が成功しなかったこと
とを経験したことに楽しみを見出したようである。
大学生指導者は，受講者が想像しやすい説明や受講
者のやる気の持たせ方などを学んだ。他方，受講者に
よるアンケート結果から，指導者による指導が行き過
ぎており，受講者の自主性・主体性が十分に引き出さ
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れていなかったことが読み取れる。
一方で，指導者陣が事前に火おこしや魚釣りの訓練
をしていたにも拘らず，受講者の体力や実施時期によ
り火おこしや釣りで狙った成果が出なかった。原因と
して，時間に余裕のあるスケジュールとなっていなかっ
たこと，事前の下見や大学生の訓練が不十分であった
ことなどがいえる。そのため，大学生指導者側に小中
学生の行動を見守るゆとりや技量が足りておらず，管
理主義となってしまったことが指摘できる。
指導者であり受講者でもある大学生 ,社会人指導者 ,
指導教職員の4者の教育の構造がある今回のような教
育プロジェクトでは，それぞれの学びの目的の設定や
その成果を検証していくことが「斜め視点の教育」を
考える上で重要となってくるであろう。
今後は，大学生が習得すべきカリキュラムの体系化
や，活動内容に適したフィールドの選定と実施時期の
検討が必要である。
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